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東京開業ワンストップセンター(TOSBEC)は、会社設立に必要な各種手続にワンストップで対応する相談窓口です。
国と東京都が共同で運営し、赤坂のほか渋谷・丸の内にもサテライトセンターを設けています。
今回は、衛星データを用いたインフラ監視・地盤災害予兆監視サービスを提供する会社を設立した、
大木裕子さんにお話を伺いました。

利用者 リレーインタビュー…………利用者

死ぬときに後悔しない生き方をするために

起業に挑戦しよう

相談体験会を随時開催しています。 参加者募集中！ 誰でも無料でご利用いただけます！

【東京開業ワンストップセンター】
住所：東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル 日本貿易振興機構（ジェトロ）本部7階

電話：03-3582-8352 FAX：03-5561-4123
URL: https://www.startup-support.metro.tokyo.lg.jp/onestop/jp/

Edafos 株式会社代表取締役 大木裕子 さん
プロフィール／東京大学地震研究所での大学院生時代に、人工衛星
搭載の合成開口レーダ（SAR）による地殻変動検出技術に出会う。雑誌
・書籍編集者を経て中小企業診断士を取得し、中小企業経営支援機
関に勤務。その間ライフワークとして、地球科学・防災に関する書籍、雑
誌記事の執筆、講演、Webサイトの運営を行う。2020年9月、地震研教
員・青木陽介氏を技術顧問に迎え、SARデータ解析技術を用いた事業
を展開するEdafos社を設立する。

Edafos社は、人工衛星搭載の合成開口レーダ（SAR）の画像から地殻

変動を検出し、インフラの管理や構造物の損傷防止、地盤沈下や地

すべりなどの地盤災害予防に役立つ監視データを提供する会社です。

地震研究所にいた大学院生時代に、このSARによる地殻変動検出技

術に出会ったのですが、当時はまだ高性能のコンピュータや専用回線

を保有しているなど特殊な環境でなければSARデータを解析できませ

んでした。

ところが、PCが高性能化し、通信回線がブロードバンド化したことによっ

て、今日では個人でも手軽にデータ解析ができるようになりました。こう

した環境変化が起業を後押しする大きな要因になりました。

とはいえ、私自身は大学院修了後、研究とはまったく違う世界の、公的

な創業支援の仕事を長らく続けていました。それでも、仕事をしながら

ライフワークとして地球科学や防災に関する書籍や雑誌記事の執筆を

はじめ、講演やWebサイトの運営も行っていました。

いつか、どこかのタイミングでライフワークとして研究してきたことを仕事

にしたい、そうでなければ自分の存在意義が感じられない、という想い

は常に抱いていました。

起業初期は伴走者の存在や公的施策利用が大きく影響するので、

東京大学FoundXという創業支援プログラムを活用したり、自治体の

特定創業支援事業を利用して経費を節減しました。

法人化の手続きに関してはまったく知識がなかったものの、創業支援

の仕事をしていた関係もあってTOSBECの存在は知っていたので、ま

ずは相談してみることにしました。

「一年後に起業しよう」と

まず自分の中で強引に決めました

東京開業ワンストップセンター(TOSBEC)に電話で最初にコンタクトをと

ったのが7月初旬。新型コロナの感染拡大もあり、外出を控えたいと思

っていたところ、電話やメール、リモートで対応していただけるということ

で、有り難かったですね。実際、赤坂に足を運んだのは登記書類を提

出するときの一度だけでした。

相談員の方も実にテキパキとしていて説明もわかりやすく、時間も予想

以上にかかりませんでした。また、メールでのやり取りだけでは誤りや行

き違いが生じかねないと、必ずTOSBECの方から電話をいただき、確認

作業をしていただけました。TOSBECのサポートを受けなかったらもっと

悩み事も多かったでしょうし、時間も何倍もかかったと思います。「最安

値で法人化」を目指していたのですが(笑)、TOSBECのお陰で実現でき

ました。

「最安値」で法人化できました

相談員をはじめとしたTOSBECの方は皆さん、外国人起業家へ

のサポートにとても積極的な印象を受けました。ですから相談す

る側も自分の問題を整理し、きちんと伝えられるようにしておくこ

とが短時間で有用なアドバイスを聞き出すポイントだと思います

。

とくに起業を決意するきっかけがあったわけではありません。あえて言え

ば、いま行動を起こさないと今のままの人生で終わってしまうかもしれな

い、という危機感ですかね。職場の居心地も良かったんですよ。ですか

ら、「一年後に起業しよう」とまず自分の中で強引に決めたんです(笑)。

かねてから自分の夢を伝えていた地震研の先輩であり共同創業者の

青木さんに起業の意欲について伝えたところ、2人でSARデータ解析事

業をやってみようということになりました。

こうなると、もう後には引けません。早速、市場や競合の調査を行った

ところ、ビジネスとして見込みがありそうだと分かりました。


